
｢でも私､無駄な仕事
はしたくないんです｣｡少し膨れた表情で､そう言い放つMさんは､社会人を二年経験した二十四歳｡｢求めている仕事とは遵つ｡もっと自分にピッタリの仕事をしたい｣と､先日思い切って辞表を出した会社は､学生にも人気がある県内有数の企業｡

｢え､無駄なこと?
仕事に無駄なことなんてないのに｣と､心の中で戸惑-｢私｡入社間もないころの私は､この仕事が無駄かどうか考える余裕なんかなくて､とにかく仕事を覚えるのに必死で､マッハで突っ走っていたけどなぁ-と､昔のことを思い出しながらも､私の気持ちは横に置いて､まずはMさんの気持ちをじっくり聴くことにした｡

Mさんの理想は高く､

求める仕事と違う
何でも任せてもらえる､デキる女性になりたいのに､現実は､諸にでもできる仕事ばかりがまわってきて悔しいという｡

｢このまま､じっとし
ているのは嫌｡早く仕事

に就きたい｣｡話の端々には再就職への意欲も感じ,hおる｡それなのに､二言目には｢でも､私には｣　｢だって､そんなことしたって｣と､後ろ向き｡あきらめとも反発とも取れることばかり口にする｡しばし沈黙
私はMさんの目を見つ

め､｢いろんな仕事を経験して初めて見えてくるものもあるんじゃないかなつ　遠回りをせずに『正解』を出したい気持ちは分かるけれど､初め

か､hすべて否定していたんでは前に進めないと思うよ｡それに､無駄な仕事なのか必要な仕事なのがは､自分の気持ち次第じゃない?｣と､ゆっくり伝えた｡
聞いているのかいない

のか､それでもMさんは膨れたまま｡そして何となく気まずいムードで相談終了｡
私の対応は÷｣れで良

かったのだる｢ふ･･･.棉談終了後､しばらくは重い気分を引きずってい

て､今日のお弁当に入れてきた､大好物のエビフライも食べた気がしない｡ハーツ｡ため息一つ｡でも､だめだめ､気持ちを切り替えなくっちゃ
一カ月後-｡相談室に

Mさんが来た｡私はドキリとした｡Mさんは照れながら｢私､再就職できました｣との報告｡ウッソー-わざわざ報告に来てくれたの?　I｢おし
｢良かったね～ILと

亜解急薬事蕃榛船渠

イラスト･多田<にお

手を取り喜んだ｡うん､うん､本当に良かった｡私は目頭が熱くなるのを感じた｡
(福井新聞社提供)


